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金
滞
古
股
志
巻
十
三

武
士
に
被
v
成
け
る
慮
、
殊
の
外
勇
集
衰
へ
、
御
家
に
て
度
々
の
軍
役

に
一
度
も
乎
に
あ
は
宇
。
不
首
尾
の
事
ど
も
多
く
遂
げ
て
、
知
将
召

放
さ
れ
‘
行
街
不
v
知
と
、
加
州
の
老
人
語
る
。
と
あ
り
。
島
も
ふ
に
、

右
腹
m
宛
坊
は
蓮
如
の
時
に
て
、
文
明
の
頃
の
人
た
る
よ
し
、
鹿
尭
寺

の
由
来
書
に
記
載
し
‘
三
州
志
等
に
も
泉
入
選
洲
崎
兵
庫
は
蓮
如
の

弟
子
と
成
る
左
ど
載
せ
た
れ
ば
、
永
勝
・
天
正
頃
の
洲
崎
兵
庫
は
、

共
の
子
孫
に
て
別
人
た
る
ぺ
け
れ
H
C
、
路
醤
記
に
は
皆
同
人
の
如
く

蛾
せ
た
り
。
故
に
そ
の
事
賓
互
に
魁
館
し
て
判
然
せ
宇
。
利
家
卿
の

扶
持
し
給
へ
る
洲
崎
兵
庫
は
、
腹
m
宛
坊
よ
り
遥
か
後
の
子
孫
な
る
ぺ

け
れ
ど
、
臆
世
詳
か
た
ら
宇
。
叉
古
兵
談
に
一
式
ふ
。
賀
州
河
北
郡
太

岡
村
に
て
合
戦
仕
た
る
は
、
石
川
郡
の
一
撲
大
将
須
崎
兵
庫
と
い
ふ

者
た
り
。
越
後
の
人
数
一
寓
徐
と
一
宮
ひ
、
十
月
六
日
大
雲
の
夜
、
須

崎
五
百
徐
に
て
山
手
よ
り
押
寄
せ
夜
合
職
、
越
後
勢
敗
北
た
り
。
又

一
試
ふ
。
天
疋
年
中
に
加
州
能
美
郡
・
江
沼
郡
の
一
撲
大
将
共
、
越
前
丸

岡
へ
柴
田
伊
賀
招
き
集
め
て
、
成
敗
す
。
共
の
時
欠
落
し
た
る
者
は
、

江
沼
郡
体
見
の
藤
丸
新
助
也
。
賀
州
松
任
へ
石
川
郡
・
河
北
郡
の
一

挟
大
絡
を
和
談
に
し
て
招
き
集
め
、
佐
久
間
玄
春
成
敗
し
た
る
も
同

日
同
時
也
。
此
の
時
欠
落
し
た
る
は
須
崎
兵
庫
也
。
飛
騨
闘
へ
落
ち

苛

五
四

た
り
云
々
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
洲
崎
兵
庫
越
後
勢
を
中
僚
・
太
田

遊
に
て
敗
寧
せ
し
め
た
る
は
、
天
正
五
年
也
。
又
佐
久
間
盛
政
が
成

敗
を
遁
れ
、
飛
腐
へ
落
ち
た
る
は
、
天
E
八
年
也
。
松
雲
公
夜
話
鍛

に
、
越
後
磯
信
一
授
第
a

退
治
-
加
州
へ
褒
向
、
寒
風
強
〈
太
岡
村
へ
人

数
を
入
れ
、
火
を
焼
き
居
た
る
底
‘
加
州
の
大
勝
何
の
能
登
と
哉
ら

ん
申
す
者
俄
に
取
掛
り
、
議
信
手
も
た
く
欧
軍
す
。
共
段
高
徳
公
被
a

聞
召
一
右
能
登
を
被
昌
召
抱
二
央
以
後
度
々
合
織
に
一
度
の
高
名
も
無
v

之
。
惣
て
奉
公
人
総
重
く
・
な
れ
ば
安
堵
し
、
不
奉
公
仕
る
も
の
也
と
、

享
保
五
年
六
月
五
日
御
意
也
。
と
あ
り
。
右
能
登
と
い
ふ
は
卸
ち
須

崎
兵
庫
が
事
危
り
と
聞
ゆ
。

。
止
伊
原
町

承
臆
四
年
正
月
廿
八
日
寺
枇
事
行
宛
名
の
書
札
に
左
の
如
〈
殺
せ
た

h
H
7
0
 

今
度
金
津
卯
辰
法
華
慈
雲
寺
手
前
に
牢
人
抱
置
、
度
々
御
鰯
御
座
候

慮
、
絡
に
御
理
不
=
申
上
-
候
儀
.
不
屈
之
仕
合
に
付
、
念
度
可
v
被
昌
仰

付
属
に
、
此
度
之
儀
は
締

P
9
F御
赦
菟
-
候
。
向
後
不
誼
者
、
又
は

如
何
様
之
牢
人
民
て
も
抱
置
於
v
申
者
‘
共
尚
緒
改
、
早
速
寺
枇
御
奉

行
b
可
v
及
=
御
理
-
旨
1

軍
而
被
且
仰
向
-
候
趣
.
長
奉
v

存
候
。
互
無
a
泊

• 

断
-
吟
味
仕
、
牢
人
抱
置
侯
者
見
聞
次
第
に
念
度
申
上
候
。
若
於
=
隠

置
-
者
、
連
判
之
寺
中
越
度
可
恥
依
=
仰
付
-
候
。
震
v
共
組
を
立
御
繍
上
げ

申
候
。
以
上
。

承
臆
四
年
正
月
廿
八
日

ど
い
は
ら
町
法
然
寺

桶

屋

町

妙

恩

寺

判判

茨
木
右
衛
門
殿

山
森
吉
兵
衛
殿

右
法
然
寺
は
‘
今
回
岸
川
河
上
町
の
法
然
寺
な
り
。
此
の
寺
は
初
め
百

姓
町
鹿
島
品
寺
向
町
の
東
側
に
あ
り
し
を
、
享
保
十
五
年
の
夏
川
上
の

今
の
地
へ
移
柑
押
せ
し
曲
、
彼
の
寺
記
に
見
ゆ
。
故
に
三
筒
屋
版
の
六

用
集
に
、
法
然
寺
首
姓
町
と
見
h
、
元
総
六
年
の
士
般
に
も
.
百
姓

町
ほ
う
ね
ん
寺
近
所
な
ど
載
せ
た
り
。
さ
れ
ば
ど
い
は
ら
町
と
い
ふ

は
、
今
鹿
島
晶
寺
の
向
町
民
て
1

承
膝
の
頃
は
此
の
町
を
ど
い
は
ら
町

と
呼
ぴ
た
り
し
か
ど
、
後
に
は
此
の
町
名
絶
え
て
、
元
織
の
頃
は
既

に
百
姓
町
と
呼
ぴ
た
り
し
事
、
右
の
士
幌
或
は
六
用
銀
左
ど
に
て
知

ら
れ
け
り
。
但
し

E
い
は
ら
町
と
呼
ぴ
た
る
町
名
の
由
来
等
は
‘
い

ま
だ
静
か
注
ら
宇
。

O
法
然
寺
奮
地

金
揮
官
蹟
志
巻
十

写

川
上
法
然
寺
由
来
書
に
-X
ふ
。
開
艦
億
血
管
慶
長
八
年
建
立
‘
寺
地
は

地
子
地
に
て
、
百
姓
町
に
有
v
之
底
、
丸
代
瑞
盆
之
時
.
享
保
十
五
年

摩
川
川
上
新
町
今
の
地
へ
移
時
仕
る
と
。
但
し
今
偲
楽
す
る
寺
飽
に

は
‘
開
基
廓
蓮
枇
億
春
貞
運
慶
長
八
年
に
創
立
‘
四
世
秀
春
承
臆
=
一

年
三
月
僻
職
。
夫
よ
り
高
治
二
年
ま
で
六
年
間
無
位
に
て
、
平
備
を

置
き
看
司
せ
し
む
。
此
聞
に
檀
家
改
宗
或
は
他
波
の
寺
院
へ
部
じ
.

寺
表
慶
破
壊
に
及
ぺ
り
。
共
以
前
は
銀
西
減
の
庭
、
八
坂
安
楽
寺
の

住
職
容
館
、
心
建
祉
に
乞
ひ
て
西
山
波
の
地
と
し
‘
高
治
三
年
二
月

よ
り
再
興
を
替
み
、
看
司
を
置
き
.
本
堂
を
再
建
す
。
延
寅
二
年
の

春
安
楽
寺
よ
り
営
寺
へ
移
柑
押
す
。
故
に
今
春
慌
を
中
興
の
閲
組
と

す
。
夫
よ
り
九
世
瑞
盆
代
享
保
十
四
年
八
月
本
多
房
州
よ
り
寺
地
替

之
儀
被
=
申
渡
吋
依
ν
之
周
年
九
月
及
-
面
願
一
翌
十
五
年
二
月
十
七
日
許

命
を
譲
り
、
中
夏
頃
今
の
地
陀
移
締
す
。
奮
寺
地
は
百
姓
町
に
て
、

漸
〈
二
百
七
十
歩
、
今
の
地
は
千
二
百
歩
。
房
州
母
公
よ
り
本
堂
建

立
せ
ら
る
。
と
あ
り
。
鹿
覚
寺
よ
り
川
上
に
河
内
屋
と
一
宮
ふ
商
家
近

頃
ま
で
あ
り
。
此
の
邸
地
は
そ
の
さ
き
此
の
地
に
寺
あ
り
し
頃
の

墓
地
跡
ι
な
り
と
て
‘
後
々
ま
で
骨
瓶
怠
ど
を
折
々
掘
出
せ
り
と
い

へ
h
p
o

さ
れ
ば
法
然
寺
の
寺
跡
は
‘
此
の
謹
に
て
あ
り
し
事
知
ら
れ

五
五




